
せきたんつみ

せきたんつみ己みき 石炭積込後 (英) coal loader 石炭

を船舶に積込む装置。石炭を産地から需ill!地まで運搬するにあ

た っては， 紛によることが多い。この場合港で石炭を船にfj'，込

む時間の長短が運送費に大きな影響をもっ。

石炭積込作業は小規僚なものを除き， 人力荷役はほと んど行

われず， 機械積込が広 く行われている。軽量械による積込も積込

iii:の多少，所要能力，船の形状， 石炭巡般車の形式等ーにより種

々の方法がある。

r.<，込儀を大別すると (1) 石炭運搬車から直接船積みするも

の (2) 石炭巡搬車からいったん容器にあけこれから船自立みす

るもの (3) 石炭をベルトコンベャに乗せ，シュートその他を

利用して船積みするものとなる。

( 1 )は主として九州地方てe行われており， j:'{Ili (石炭車セム)を

岸壁に沿った高架俊橋上にjlll し上げ，貨"11の底を開いて石炭を

放出し， 筏橋下部iに備えたγ ュート を経て紛に積込むものであ

る。

船は軽量帆船またははしけが大部分である。汽船に積み込むこ

とも不可能ではないが，さん橋が斎くなって建設費がかさみ不

経済となる。また石炭の破砕も多くなる欠点がある。

国鉄若松駅に設置2してある石炭ボイ ストもこの積込法の一位

と考えられる。これでは石炭車を巻上様によ って高所まで持ち

上げ，底開きしてシュ ートを経て船積みするものである。この

方法に よれば汽船への綴込みも容易になる。またわが国ではそ

の例がないが， リ フチソグカーダンパによ って直接被込みを行

う 例もある。

(2)は戸畑駅で行っている方法で， 高架俊橋に抑し上げた貨111

の底を開き，校橋下にあるパヶツ内に石炭を移す。バケツは台

車の上に乗り， 2 I1問 l 組となってつるぺ式に ワイヤロープで連

結されているから，石炭の入 ったパケツは機橋と直角方向に傾

斜面を下ると 同時に，隣の位置にさEのパケツが引き上げられて

く る。石炭の入ったパヶツはぬきさし腕をもっm形 F レーソに

よ っ てつり上げられ，走行して汽船のハ ッチの位置に来り ，腕

を差出してハッチの真上ま でパケツ を巡び， バ ケツの底を聞い

て石炭をハッチ内に落し込む。'!Eのパヶ yはもとの台車に返す。

この作業をくり返して石炭を積込む。

(3)は最も広く用いられている方法であって ， 固定式と走行式

とがある。

闘定式は搭と ブームからなり ， ブ ー ムは旋回および術仰(ふぎ

ょ う)できるのが普通である。旋回動作は ブームの取付部につ

いた歯車によるものが多く ， {府仰動作はブームの先端と犠の先

端を結ぶロープを巻取って行う。石炭はベノレトコソベヤによっ

て塔ーまで運lまれ， ブ ームに設置したベルトコンベヤに移され，

ブームの先端にあるシュートを経て船積みされる。船の大小に

よ っ てハッチの位低が変ることに対応できるように，ブームが

伸縮可能なものもある。 シュ ートも仲紛可能なものがある。

固定式の長所は設備費が安くすむ点にあるが 1 台だけ設位

する場合には， ハッ

チ替えを行うごとに，

本船の移動を行わね

ばならず，大形船の

場合には不使である

ため，少なくとも 2

台は備える必要があ

り ， ブ ー ムもかなり

長く せねばならない。 固定式石炭償込機

移動式は岸壁に平行に走行路を敷設し， この上を術仰伸縮で

で
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移動式石炭自民込織

チ内に吹き飛ばして自主みこむ トリ ソマがついている。

石炭車から石炭をベノレトコ γベヤに乗せるには， カー〆 γ パ

による方法， 高架俊慌の下に設けたホ ッパに貯めた石炭を排出

する方法， その他があるが，これは固定式移動式に共通のもの

である。(対悶緑朗)

せきたんふなつみせつぴ石炭船積設備 石炭を陵から船舶

に積替えるため必要ないっさいの設備。わが国の石炭生産地は

北海道 ・ 九州に片寄っているのに，消費の中心地は北九州を除

いては京浜 ・ 阪神 ・ 中京等途く離れた本州にあるため，石炭の

海送を必主主とし，そのために鮫込と陸揚設備が必要となる。炭

坑は海岸にある所は少なく大部分はIlJ元から鉄道輸送に よ り ft(

11'，港に運んでくるので，港に石炭を貨車から船へ積替える特別

の設備を設けるのである。

l 石炭輸送に専用される貨車(図 -1)
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直通扱とはlね元から送られた石

I誌を直接紛に自立込む扱をし、ぃ，押出し扱とはいったん貯炭協に

I反おろした後， 船に積込む放をい う 。

3 貨車からのI夜おろし

高架桜橋 J~J!iを多数高架式俊矯上に判l上げγ ュ ート によっ

て貯炭場に取おろす。多くの鴻合ト ラ γスポーター と組合わせ

る。

カーダγパ j:'{ IIIをホッ パ上で転倒してベノレ ト で輸送する。

高架俊橋は耐久性の点で鉄筋コンクリート造がよい。俊僑上

のレ ー ノレ函の部さは貯炭場床面から約 6 m 程度。落下石炭滑り

壁の傾斜度は約 50. ， 落下坑の怖は約 800mm 程度 とす る。(æ!

-2) 

4 貯炭場

事上貯炭が級副J性に富み{史手1)であるが， 莫大な留置線群と貨

車を必要 と しわが国で常時これを望むことは不可能である。 一
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